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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
常
用
型
派
遣
事
業
に
お
け
る
「
正
社
員
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
正
社
員
」
に
つ
い
て
は
労
働
関
係
法
令
上
定
義
が
存
在
せ
ず
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
労
働

者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

条
第
二
号
に
お
い
て
、
「
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
労
働
者
派
遣
の
対
象
と
な
る
も
の
を
い
う
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
企
業
に
お
け
る
御
指
摘
の
事
業
で
雇
用
さ
れ
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
お
い
て
は
、
常
用
型
の

派
遣
労
働
者
の
属
性
を
把
握
す
る
場
合
は
、
派
遣
労
働
者
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

四
、
十
、
十
一
及
び
十
四
か
ら
十
六
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
人
材
派
遣
会
社
の
常
用
型
派
遣
労
働
者
で
あ
る
「
正
社
員
」
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
御
指
摘
の
答
弁
は
「
労
働
者
派
遣
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日
労
働
政
策
審
議

会
建
議
）
に
お
い
て
派
遣
労
働
者
の
直
接
雇
用
の
推
進
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
直
接
雇
用
の
者
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働
者
は
含
ま
れ
な
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
人
材
派
遣
会
社
」
が
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
で
あ
り
、
当
該
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た

常
用
型
の
派
遣
労
働
者
が
当
該
事
業
所
と
常
用
的
使
用
関
係
に
あ
る
場
合
は
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
当
該
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
常
用
型
の
派
遣
労
働
者
が
当
該
事
業
所
と
常
用
的
使
用
関
係
に
な
い
場

合
又
は
お
尋
ね
の
「
人
材
派
遣
会
社
」
が
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
で
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
国

民
年
金
及
び
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
「
制
度
上
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
る
同
年
十
月
一
日
時
点
に
お
け
る
①
二
十
歳
代
、
②
三
十
歳
代
、
③
四
十
歳
代

及
び
④
五
十
歳
代
の
労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員
の
う
ち
「
配
偶
者
あ
り
」
及
び
「
死
別
・
離
別
」
の
総
数
に
占
め
る

割
合
を
全
体
及
び
男
女
別
に
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員
全
体

①
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

②
三
十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

③
六
十
一
・
九
パ

ー
セ
ン
ト

④
七
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

男
性
の
労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員

①
十
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

②
二
十
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

③
四
十
六
・
六

パ
ー
セ
ン
ト

④
七
十
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

女
性
の
労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員

①
十
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

②
四
十
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

③
六
十
八
・
五

パ
ー
セ
ン
ト

④
八
十
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
正
規
の
職
員
・
従
業
員
の
う
ち
「
配
偶
者
あ
り
」
及
び
「
死
別
・
離
別
」
の
総
数
に
占
め
る
割
合

三



を
全
体
及
び
男
女
別
に
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

正
規
の
職
員
・
従
業
員
全
体

①
二
十
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

②
六
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

③
七
十
八
・
二
パ
ー
セ
ン

ト

④
八
十
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

男
性
の
正
規
の
職
員
・
従
業
員

①
二
十
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

②
六
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

③
八
十
・
一
パ
ー
セ
ン

ト

④
八
十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

女
性
の
正
規
の
職
員
・
従
業
員

①
十
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

②
五
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

③
七
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン

ト

④
八
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

十
三
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
十
八
歳
未
満
の
未
婚
の
者
と
同
居
す
る
者
の
率
は
、
労
働
者
派
遣
事
業

所
の
派
遣
社
員
全
体
で
は
十
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
う
ち
男
性
は
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
は
二
十
一
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
規
の
職
員
・
従
業
員
全
体
で
は
三
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
う
ち
男
性
は
三
十
八

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
は
二
十
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

十
七
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
「
労
働
者
派
遣
事
業
問
題
に
つ
い
て
の
立
法
化
の
構
想
」
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
中
央
職
業
安
定
審
議
会
労

働
者
派
遣
事
業
等
小
委
員
会
報
告
書
）
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
常
用
雇
用
」
の
中
に
派
遣
労
働
者
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
御
指
摘
の
「
新
規
学
卒
者
が
、
常
用
型
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
」
は
我
が
国
の
雇
用
慣
行
と
の
調
和
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五


